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埼玉工大紀要
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極限の種類

野崎安雄

0．用語：用例
①almost-everywhere:…exceptLebesguemeasureO...
②approximatelyeverywhere:…everywhereforaset of inner

capacityO...
③C-absolutelycontinuous:...asignedmeasure,Jwillbecalled

C-absolutelycontinuous ifforanysetKofzerocapacity...
④harmonicmeasure:Dをz平面内の領域, I~'をその境界とし， α

をr'上の閉集合とする． αの上で境界値1を, I~'-α上で境界値0をとる
Dirichlet問題の解①(z,q,D)をαのDに関する調和測度という． こ
の関数はIγ上で容量0の集合を除いてα上では1, 1~'一α上で値0をと
ヲつ ・

⑤似一almosteverywhere:…except'一measurezero…
⑥quasi-everywhere:…IfsomethingholdsforallpointsofRP,
withexceptionofasetofoutercapacityzero.. .
⑦strOngconvergence:…Tneconvergenceof signedmeasures
inthenorm.

③γagu｡ ~｡nvergence: liml"f(")d,"(")=IF'("d,"F:コン
パクト集合で， この収束をソ祁一→しで示す．
⑨weakconvergence:…Asequenceofsignedmeasure',"wea-
klyconvergeto"if ("蝿， ス)(",1) foranyスeeK...
ここでEKはエネルギー有限であることを示す．
I． （準備)Dirichlet問題
Fを有界でその境界面S (平面の場合は境界線）を持つ領域とする． S

上に連続な関数ノ("）を与えて，／によって一意的に定まる調和関数を求
める問題をDirichlet問題という． この場合, Fの内部問題と外部問題が
÷ブ
め'o・
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S上の各点においてFの外部に開きがOでない円錐（平面の場合は角）
が画けるとき集合FはDirichlet問題に対して正則な領域という．

(i) 内部問題 (ii) 外部問題

F

Ⅱ、 導体Fの容量とはFに電荷を与えたとき,それが平衡状態にあると
き，電気量とその導体Fの表面におけるポテンシャルの値との比で，その
容量をC(F)で表わす．
Ⅲ他方においてコンパクトな集合Fの超越直径を‘(乃で示す．

○こで,d"(F)=Max(＃呼耳とおく｡P,BIJRFに属する2点Pzと
Pjの距離を示す。このとき，

fim(F)≦α郷+,(F)≦(集合Fの2点間の最大距離）であるから
lim(ZI(F)=d(F)
〃→“

が存在する． ‘(卿を集合Fの超越直径という．
定理領域Fが正則ならば

C(F)=J(F)
である．
IV. Z平面の場合

z平面上の有界閉集合を平面から取り除いた残りの領域のうち， 。｡を含
むものをGとし,Gの境界線をS# (jは有限値）
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Fに関するGreen関数9(z)はooを除いて調和で○・の近傍で
9(z)=loglzl+z'(z) (1)

とおく． ここで〃(z)はCOにおいても調和である． したがってGにおい
ても調和である． （1）においてzがGの中から境界Sjの点に近づくとき

9(z)－→0
となる．そこで，

一〃(oo)=lim{lOglzl-9(z)}=lOg7 (2)
が存在する． このγをRobinの定数という． または閉集合Fの容量と
いう．すなわち

7=C(F)
である．
V. 次に任意の集合Eに対してFこEなる閉集合をRまたFこOな
る開集合Oを考え，
(i) Cf(E)=sup(C(F))
(ii) Ce(E)=inf(Ci(O))

とおく． C'(F)およびGe(E)をそれぞれE集合の内容量および外容量
と呼ぶ．一般にはCf(E)≦Cc(E)である．特にC'(E)=Ce(E)であると
g, Eは可容であるといって， その共通の値をEの容量といってC(E)
で表わす．
Ⅵ． 以上で②，⑥の意味がわかる．

調和測度は容量0の集合を除いて決定されるから， もちろん似測度は0
となる．

よってLebesgue積分で測度0の集合を積分範囲に加減してもその値が
変わらないことに似た性質を持っている．
Fをコンパクトな集合， 〃を測度とする．

対数ﾎﾃﾝｼｬﾙ(R2の場合)〃(p)=1"'og古血(Q)
(R3の場合)U(p)=I硬六"(Q)

エネルギー積分

“" “
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とおくとき，
Pド

I["]=ll"K(RQ)d'!(P)"(Q)
相互エネルギー

I[", "]=11"K(P;Q)"(P)'"(Q)
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